
議案第８９号 

 

山都町職員のハラスメントの防止等に関する条例の制定について 

 

 山都町職員のハラスメントの防止等に関する条例を別紙のとおり定める。 

 

  令和４年１２月７日提出 

  

                    山都町長 梅 田   穰 

 

 

（提案理由） 

職場でのハラスメントは職員の尊厳を傷つけ、心身に有害な影響を及ぼす

重大な人権侵害であり、職位及び職責に関わらず、相互に個人としての尊厳

を重んじ、それぞれの能力を充分発揮することができるような快適な職場環

境の実現を通じて、職員の安全と健康を確保することを目的として、山都町

職員のハラスメントの防止等に関する条例を定める必要があります。  

これが、この議案を提出する理由です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



山都町職員のハラスメントの防止等に関する条例をここに公布する。 

  令和 年 月 日 

山都町長 

 

山都町条例第  号 

山都町職員のハラスメントの防止等に関する条例 

 （目的） 

第１条 この条例は、ハラスメントが、それを行う者の認識の有無にかかわ

らず、相手方の基本的人権を損ない、尊厳を傷つけ、心身に有害な影響を

及ぼす重大な人権侵害であることに鑑み、町長をはじめ全ての職員が、ハ

ラスメントを絶対に許さないとの強い認識の下、職位及び職責にかかわら

ず、相互に個人としての尊厳を重んじて、それぞれの能力を十分発揮する

ことができるような快適な職場環境の実現を通じて、職員の安全と健康を

確保することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において「職員」とは、地方公務員法（昭和２５年法律第

２６１号）第３条第２項に規定する一般職の職員並びに同条第３項第１号、

第２号、第３号、第３号の２及び第５号に規定する特別職の職員をいう。 

２ この条例において「パワー・ハラスメント」とは、職務に関する優越的

な関係を背景として行われる、業務上必要かつ相当な範囲を超える言動

であって、相手方に対して、精神的若しくは身体的な苦痛を与え、人格

若しくは尊厳を害し、又は勤務環境を害することとなる行為をいう。 

３ この条例において「セクシュアル・ハラスメント」とは、性的な言動に

より、相手方に対して、不快感を与える行為若しくはその行為によりそ

の者の勤務環境を害し、又は勤務条件に不利益を与える行為をいう。 

４ この条例において「妊娠、出産、育児又は介護に関するハラスメント」

とは、職場において、妊娠したこと、出産したこと若しくは妊娠若しく

は出産に起因する症状により勤務することができないこと等を理由とす



る言動又は妊娠、出産、育児若しくは介護に関する制度若しくは措置の

利用に関する言動により、相手方の勤務環境が害されることとなる行為

をいう。 

５ この条例において「ハラスメント」とは、パワー・ハラスメント、セク

シュアル・ハラスメント、妊娠、出産、育児又は介護に関するハラスメ

ントその他の誹謗、中傷、風評等により、相手方に対して、人権を侵害

し、又は不快にさせる行為をいう。 

 （職員の責務） 

第３条 職員は、ハラスメントをしてはならない。 

２ 職員は、次条第１項の指針を十分認識して行動するよう努めなければな

らない。 

３ 管理又は監督の職位にある職員（以下「管理監督者」という。）は、ハラ

スメントの防止のため、良好な勤務環境を確保するよう努めるとともに、

ハラスメントに関する苦情の申出及び相談（以下「苦情相談」という。）が

職員からなされた場合には、苦情相談に係る問題を解決するため、迅速か

つ適切に対処しなければならない。 

４ 管理監督者は、ハラスメントに関する苦情相談、当該苦情相談等に係る

調査への協力その他ハラスメントが行われた場合の職員の対応に起因して

当該職員が職場において不利益を受けることがないようにしなければなら

ない。 

 （職員に対する指針） 

第４条 町は、ハラスメントを防止しハラスメントに関する問題を解決する

ために職員が認識すべき事項について、指針を定めるものとする。 

２ 管理監督者は、職員に対して、前項の指針の周知徹底を図らなければな

らない。 

 （研修等） 

第５条 管理監督者は、ハラスメントの防止及びハラスメントが行われた場

合の対応（以下「ハラスメントの防止等」という。）のため、職員の意識の



啓発及び知識の向上を図らなければならない。 

２ 管理監督者は、ハラスメントの防止等のため、職員に対して、研修を実

施しなければならない。 

３ 前項の場合において、特に、新たに職員となった者にハラスメントに関

する基本的な事項について理解させるとこと並びに昇任した職員にハラス

メントの防止等に関し昇任後の職位の段階ごとに求められる役割及び技能

について理解させることに留意するものとする。 

 （苦情相談への対応） 

第６条 管理監督者は、ハラスメントに関する苦情相談が職員からなされた

場合に対応するため、苦情相談を受ける職員（以下「相談員」という。）を

配置するとともに、相談員が苦情相談を受ける日時及び場所等を指定する

等必要な体制を整備しなければならない。 

２ 前項の場合において、管理監督者は、職員に対して、苦情相談を受ける

体制を明示するものとする。 

３ 相談員は、次条第１項の指針に十分留意して、苦情相談に係る問題を迅

速かつ適切に解決するよう努めるものとする。 

 （苦情相談に関する指針） 

第７条 町は、相談員がハラスメントに関する苦情相談に対応するに当たり

留意すべき事項について、指針を定めるものとする。 

２ 管理監督者は、相談員に対して、前項の指針の周知徹底を図らなければ

ならない。 

 （委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

規則で定める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 


